















Education at the Institute in the Early Showa-Era
― Through the Chiryo-kyoiku at Sandaya Sanatorium of a Child with Intellectual Disability ―
Kyoko Motoyasu
Abstract
　The Sandaya Remedial Education Institute was established in Ashiya, Hyogo 
Prefecture in 1927 with the purpose of “accepting children lacking physical or 
psychological development in order to strengthen their physical capabilities, promote 
their scholastic abilities, and foster morality.” Today, the institute still aids children 
and individuals with intellectual disabilities. The facility was founded by Dr. Hiraku 
Sandaya (1882–1962), a physician who dedicated his life to practicing remedial education. 
He studied in Germany after graduating from medical school to enrich his views on 
educational pathology, educational therapy, and psychopathology.
　This study describes the daily routine of the institution and provides an analysis 
of the conditions and treatment of the children from the perspective of daily life and 
education. It is based on written materials and data from that institution.
　As a result, some similarities are noted between the disabled children at Sandaya in 
the past and children of today who are suffering from psychosomatic disorders. “Chiryo-
Kyoiku” provided both physical and mental therapy as well as a psychosomatic medical 
approach based on the future needs of the children. The practice of “Chiryo-Kyoiku” 
provides a comprehensive approach for those professionals caring for children with not 
only diseases but also Intellectual Disabilities.























　生年月日　 大正 10 年５月７日（入園時
満 7 歳 11 ケ月）



























































































































































































































１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
自分の名前 カタカナ 巻三「一人運動会」 巻一「箱庭の課」 カタカナ
平仮名 五十音 カタカナ 巻一「アヒルの課」 カタカナ短文書き取り








カタカナ 単語 巻三　「一人運動会」 巻一「箱庭の課」 カタカナ
短文 絵本 カタカナ 絵本 聞き取り
巻一「サルとカニ」五十音 五十音の平仮名 話し方
絵本の読方練習 巻二　「キノハ」 巻一　「猿かに合戦」 平仮名






簡単な暗算 10以下の加減法 20以下の加減法 30以下の加減法 加減法の復習
20以下の加減法 30以下の加減法 暗算 100までの数え方
(計数器を使って示す)
50までの数え方
桃太郎 旅愁 ゆうやけこやけ ゆうやけこやけ
兎と亀 七つの子 七つの子 旅愁




















すべり台 よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ






全く興味を示さない 徐々に興味を示す 小型積木に興味を示す 興味を示す 小型積木でよく遊ぶ
興味を示さない日もある
あまり興味を示さない 興味を示さない 興味を示す 興味を示す
自動車 汽車、自動車
































































































１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
書方 3 7 11 10 14
読方 5 8 12 8 12
手紙 0 8 4 1 3
算術 1 19 14 10 17
唱歌 0 9 13 3 10
貼紙 0 6 1 0 1
パンフレット折 0 5 1 0 1
掃除 0 1 1 0 1
着替え 0 6 1 0 1
散歩 2 10 10 8 12
豆むき 0 1 4 0 2
絵 0 2 2 1 2
砂場 0 4 0 6 6
すべり台 0 3 2 4 5
シーソー 0 3 1 2 3
折紙 0 0 5 3 3
かくれんぼ 0 0 2 0 0
積木 2 6 4 3 4
玩具 1 4 1 2 2





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
異食 6 9 22 5 1
悪戯 2 16 12 3 1
一人笑い 0 5 10 3 2
一人遊び(行動) 3 9 15 10 0
食いしん坊 1 2 4 4 4
彷徨 2 4 3 4 0
独言 0 0 1 0 0
からかう 0 2 3 3 1
寝ころぶ 3 6 5 4 3
逆らう 0 7 11 5 2
わがまま 0 2 5 2 1





























容は、ア 基本的生活習慣、イ 安全、ウ 日
課 ･ 予定、エ 遊び、オ 人との関わり、カ 
役割、キ 手伝い ･ 仕事、ク 金銭の扱い、
ケ きまり、コ 社会の仕組みと公共施設、























































































































































































































































ては平成 32 年４月 1 日から学部につ
いては平成 32 年４月 1 日から全面実
施されることになっている。
８つの問題行動の出現が傾少し、三田谷治
療教育院での規則正しい指導が問題行動の
改善に繋がったことをうかがい知ることが
できた。また、規則正しい生活の中にも自
由な遊びが営まれており、Ｙ児の生活記録
には、伸びやかに生活する子どもの様子が
記載されていた。このことは、現在の教育
課程に示されている日常生活の指導、遊び
の指導、作業学習、自立活動の指導の内容
や現在の施設療育と多くの点で一致してお
り、現代に繋がる取り組みが昭和初期の三
田谷治療教育院において実践されていたこ
とが明らかとなった。
　三田谷治療教育院では、療育 ･ 教育に加
え「子どもの相談」事業を行っていたが、
三田谷はこの相談室を「涙の相談室」と
名づけており、この相談室で子に悩む母
親と涙の二等分をするのだと常に訴えて
いた６）。それゆえ、家庭での養育に困難さ
をもつ子どもに対し、家庭の機能も兼ね備
えた全人的ケアを意図する実践を行ってい
た。また、その取り組みが改善あるいは問
題行動の軽減に至るまで長期にわたること
から学校教育を意識した教育も行われてい
た。そうした治療教育の実践は、今日の家
庭教育および施設療育や特別支援教育およ
び児童相談所の機能を併せ持った総合発達
支援センター的役割を担う取り組みであっ
たといえるのかもしれない。
　現在、医学、教育、福祉等の専門性の向
上に伴い、それぞれの分野の細分化が高進
されているが、100 年近く前の三田谷治療
教育院の先駆的な取り組みは、子どもを総
合的に理解し育成するにあたり、今の教育
や福祉を顧慮するにあたり多くの示唆を与
えてくれる。
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